
 

 

１  学校名  嬉野市立塩田中学校  

２  所在地  嬉野市塩田町大字馬場下甲１８０１  

３  校長名  植松  正鋼  

４  学級数  

児童生徒数  

   ９学級  

   ２７０人  

５  実施学年  

   児童生徒数  

    ２  年  

   １０２人  

６  取組のねらい  

未来を担う子どもたちが人間の多様な個性や違いを理解して、相手を尊重する

意識や思いやりの心を育む。また、ＵＤ体験などを通して、身近なところでＵＤ

が使われていることを意識させたい。  

 

７  取組の実際  

（１）ユニバーサルデザイ

ンについて知る。(5 月 24

日) 

・佐賀県ユニバーサルデザ

インラボからの資料や「動

画：ユニバーサルデザイン～すべての人が快適

に～」などを活用し、バリアフリーとの違いや

ＵＤの７原則について説明した。また、校内の

写真を見てＵＤを探し出し、身近にあるＵＤに

ついて考えさせた。  

 

（２）交流学習会  

うれしの特別支援学校中学部の生徒との交流

学習を通して、ともに協力したり、互いに触れ合ったりすることで仲間意識を深

める。  

うれしの特別支援学校内を見学し、いろ

いろな立場の人の視点から、多くの人が使

いやすいように工夫されたところや、使い

にくいところを発見する学習を行った。  

 ①交流学習会の事前学習会（6 月 12 日） 

うれしの特別支援学校について理解して

おくことの説明や手話を取り入れた歌や

ダンスの練習を行った。  

平成２９年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組  

 



②交流学習会（6 月２９・３０・7 月 3 日）  

自己紹介や、レクレーションなどを通して、互

いに協力し、触れ合うこ

とにより、仲間意識を深

めた。  

③「ＵＤを探そう！！」 

これまでに学習したＵ

Ｄについての学習を生か

し、ＵＤを取り入れた施設である。うれしの特別

支援学校に見られるＵＤを探し、ワークシートに

まとめた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）疑似体験（8 月 6 日：親子ふれあい）  

 嬉野市社会福祉協議会から  

生活支援コーディネーターの  

方に来ていただき、その方々  

の指導の下、車椅子体験、妊  

婦体験、高齢者体験、ブライ  

ンドウォーク体験、認知症講  

習の５つを疑似体験した。生  

徒と保護者を合わせて３～5 

名のグループを作り、体験者、  

支援者、観察者の役割を交互  

に体験し、ＵＤの大切さや支  

援者の必要性などを体験的に学習することができた。  



（４）ＵＤのアイディア作品  

・ポスター制作  

 美術の授業で、生徒が様々なテーマの中から選択し、ポスターを制作した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  取組の成果と課題  

①成果  

ＵＤの学習やＵＤ体験をしたことで、身近にあるＵＤについて気付くかことが

できた。体験活動や交流活動等を通して、障がい者や高齢者、妊婦などの不便さ

に気付くことができた。特に保護者と共に疑似体験をしたことで、生徒だけでな

く家庭でも、ＵＤについて考える機会をつくることができた。全体を通じて、い

ろいろな立場の人の視点から、多くの人が使いやすいように工夫されたところな

どを考えることや体験することで、多様な個性や違いを理解することができた。 

 

②課題  

ポスター作成等、ＵＤ啓発のための作品づくりは実施することができたが、実

際の生活をより良いものにするためのアイディアを出す活動までには至らなか

った。将来を担う生徒たちが、今回の体験活動等が種となり、将来よりよい街づ

くり等のアイディアを生み出すことを期待して、今後もＵＤを意識した活動を続

けていきたい。  

 

 


